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ＥＵ 
１ 農畜産業の概況 

 ＥＵは、加盟国（2015 年時点 28 カ国）全体で国土

全体の約40％となる１億7461万ヘクタールの農用地

面積を有し、農業経営体数は 1084 万⼾、１⼾当たり

農用地面積は 16.１ヘクタールである（表１）。2015

年のＧＤＰに農業が占める割合は前年並みの１.４％で

あった。 

 2015 年の農業生産額は、3985 億 5311 万ユーロ

と前年を４.０％下回った。このうち、約４割に相当す

る 1643 億 6474 万ユーロを畜産が占めており、ＥＵ

農業の主要部門となっている（図１）。畜産の内訳を見

ると、生乳が 521 億 9572 万ユーロ（農業全体の約

13％）、牛肉・子牛肉が 343 億 1590 万ユーロ（同約

９％）、豚肉が 337 億 9346 万ユーロ（同約９％）、卵・

家きんが 315 億 8482 万ユーロ（同約８％）となって

いる。 
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２ 畜産の動向

（１）酪農・乳業 

 国際連合食糧農業機関（FAO）によると、2015 年

のＥＵ（加盟 28 カ国）の生乳出荷量は、１億 5172

万トンと全世界（約７億 8899 万トン）の約２割を占

めている。これは、単一国としては世界最大となる米

国の約１.６倍の量に相当する。ＥＵは、牛乳乳製品の

自給率が 114％と純輸出国であり、国際乳製品市場に

大きな影響力を持っている。 

 また、米国農務省（USDA）によると、2015 年の

世界の乳製品貿易量に占めるＥＵの割合では、チーズ

が 40％となり、ロシアが 2014 年８月から実施してい

る農畜産物の禁輸措置などの影響により輸出量は減少

傾向にあるものの、引き続き主要輸出品となっている。

同じくバターは 20％、脱脂粉乳は 33％であった。 

2015 年は、同年３月末の生乳生産割当（クオータ）

制度廃止を契機とした生産者の増産意欲の高まりなど

により、生乳出荷量は前年比２.２％増となった。これ

に伴い乳製品の生産量も増加した。 

 一方、2015 年の生乳生産者価格および乳製品価格

は、生乳出荷量の増加と、ＥＵ最大の乳製品輸出先で

あったロシアが 2014 年８月から講じている禁輸措置

の影響および国際市場の停滞などにより低迷した。 

 

① 主要な政策 

ア 生乳生産割当（クオータ）制度 

 ＥＵは、1984 年以降、国ごとに生乳生産量の枠（ク

オータ）を割り当て、クオータを超過した場合、一定

額の課徴金を課すとともに、加盟国内の農家間での売

買などを認める生産割当（クオータ）制度を実施して

きた。 

 同制度は、2008 年 11 月に合意した「ヘルスチェッ

ク」（共通農業政策（ＣＡＰ）の中間検証作業）に基づ

き、2015 年３月末で廃止され、生産者は自由に生産

できることとなった。 

 

イ 乳製品の介入買い入れ 

 ＥＵは、バターおよび脱脂粉乳の介入買い入れを通

じた価格支持により、間接的に生乳生産者価格を支持

している。介入価格は、2003 年のＣＡＰ改革に基づ

き、段階的に引き下げられている。 

バターは、各年３月１⽇〜９月 30 ⽇の間、市場価格

が介入価格（100 キログラム当たり 221.75 ユーロ）
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を下回った場合、加盟国の介入機関を通じて一定規格

のものを買い入れる。なお、当該年の介入買入数量が

３万トンに達した場合は、入札により買い入れが実施

できることとなっている。 

 また、脱脂粉乳は、各年３月１⽇〜９月 30 ⽇の間、

加盟国の介入機関が介入価格（100 キログラム当たり

169.80 ユーロ）で一定規格のものを買い入れる。買

入限度数量の 10 万 9000 トンに達した場合、入札に

より買い入れが実施できることとなっている。 
 

ウ ⺠間在庫補助 

 2014 年以降の新たなＣＡＰでは、バター、脱脂粉

乳およびチーズを対象に、大幅な価格の下落など欧州

委員会が必要と認めた場合、一定量を一定期間、在庫

として保管する業者に対し、保管経費の補助が行われ

る。 
 

エ 輸出補助金 

 ＥＵには、乳製品の国際競争力を高め、輸出を促進

するため、チーズ、バター、脱脂粉乳などの輸出に対

して輸出補助金を交付する制度がある。輸出補助金の

単価は、域内の市場価格と国際価格との差に基づき、

品目ごと、輸出先ごとに販売・輸送コストなどを勘案

して設定される。なお、2010 年以降は、全ての乳製

品で輸出補助金の発動はない。 
 

オ 域内消費の促進 

 乳製品に関連した補助として、牛乳やチーズなどの

学校給食用消費などに対する補助が行われている。 

 

② 生乳の生産動向 

ア 酪農経営体数 

 ＥＵの酪農経営体数は、景気の低迷や大規模化など

を背景として小規模層を中心に減少傾向にあり、2013

年は 148 万⼾と、前回調査（2010 年）から 15%減

少した（表２）。 
 

表２ 酪農経営体数、乳用経産牛飼養頭数および１⼾当たり飼養

頭数の推移 

 

 
 

 

資料：欧州委員会「Eurostat」 

注１：経産牛飼養頭数は、各年 12 月末現在のもの。 

 ２：2012 年まではＥＵ27 カ国。2013 年以降はＥＵ28 カ国。 

 

イ 飼養頭数 

 経産牛飼養頭数は、クオータ制度の廃止を見据えた

生乳の増産意欲の高まりなどから、増加傾向で推移し

てきたが、2015年は前年並みの2359万頭となった。 

国別で見ると、頭数の多い順に、ドイツ 428 万頭、

フランス 366 万頭、ポーランド 213 万頭、イタリア

206 万頭、英国 192 万頭、オランダ 172 万頭、アイ

ルランド 124 万頭となり、これら７カ国でＥＵ全体の

約７割を占める（図２）。 

2013 年の１⼾当たり経産牛飼養頭数は 15.８頭で、

2010 年から 16％増加した。国別では、１⼾当たり経

産牛飼養頭数の最も多いのがデンマークの 155 頭であ

るのに対し、ルーマニアは２.１頭、ブルガリア、リト

アニアはともに４.６頭であり、加盟国間の差が大きい。 
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ウ 経産牛１頭当たり乳量 

 2015 年の経産牛１頭当たり乳量は、6923 キログ

ラムとなった。ただし、第１位のデンマークの 9361

キログラム、第２位のスウェーデンの 8709 キログラ

ムに対し、下位にある東欧圏のブルガリア、ルーマニ

アはそれぞれ 3000 キログラム台となっており、加盟

国間での差は大きい（図３）。 

 

 

 

エ 生乳出荷量 

 2015 年の生乳出荷量は、前年比２.２％増の１億

5172 万トンとなった。国別では、出荷量の多い順に、

ドイツ 3188 万トン、フランス 2538 万トン、英国

1519万トン、オランダ1333万トン、ポーランド1087

万トン、イタリア1064万トン、スペイン672万トン、

アイルランド 659 万トンとなり、これら８カ国でＥＵ

全体の生産量の約８割を占める。このうち、アイルラ

ンド（前年比 13.２％増）、オランダ（同６.９％増）が

全体の増加をけん引した。
 

 

 

③ 牛乳乳製品の需給動向 

ア 飲用乳 

 2015 年の飲用乳（乳飲料、ヨーグルトなどを含む）

生産量（販売量）は 3106 万トンで、１人当たり飲用

乳（同）消費量は平均で 59.９キログラムと前年から減

少した（表３）。 
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イ バター 

 ＥＵは、インドに次ぐ世界第２位のバター生産地域

であり、USDA によると、世界の生産量（989 万トン、

2015 年）の２割以上を占める。 

 2015 年のバター生産量（バターオイルを含む）は、

前年比３.６％増の 228 万トンとなった（表４）。生乳

生産量の増加と、ＥＵ域内外の需要の高まりなどが要

因である。主な生産国は、ドイツとフランスであり、

２カ国で約５割を生産する（図４）。 

 2015 年のＥＵ域外輸出量は、同 20.３％増の 18 万

トンとなった。主な輸出先は、米国やサウジアラビア、

エジプトである。2014 年８月からのロシアの禁輸に

よる減少分を、他の輸出先で補っている。なお、域外

からの輸入量は２万トンであった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2015 年のバター消費量は 211 万トンとなった。マ

ーガリンなどの植物性油脂からバターの乳脂肪に需要

が高まっており、１人当たり消費量は、同２.４％増の

４.２キログラムとなった。国別では、２大生産国であ

るフランス（８.０キログラム）、ドイツ（６.１キログ

ラム）での消費が多い。一方、オリーブ油など植物油

脂の消費が多いイタリア（２.４キログラム）などでは

少ない（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 脱脂粉乳 

 ＥＵは、世界最大の脱脂粉乳生産地域であり、USDA

によると、世界の生産量（477 万トン、2015 年）の

４割弱を占める。 

 2015年の脱脂粉乳生産量は、輸出需要などにより、

前年比６.５％増の 169 万トンと増加した（表６）。消

費量は同４.９％増の 90 万トンであった。主な生産国

は、フランスとドイツであり、バター同様２カ国で約

５割を生産する（図５）。 

 2015 年のＥＵ域外輸出量は、同６.８％増の 69 万

トンと増加した。主な輸出先は、地理的に近いアルジ

ェリア、エジプトなどのアフリカ諸国の他、中国およ

びインドネシア、フィリピン、タイなどの東南アジア

である。 
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エ チーズ 

 ＥＵは、世界最大のチーズ生産地域であり、USDA

によると、世界の生産量（約 1851 万トン、2015 年）

の過半を占める。 

 2015 年のチーズ生産量は、東欧諸国の消費拡大に

より域内需要が堅調に推移したことなどから、前年比

２.８%増の 998 万トンとなった（表７）。主な生産国

は、ドイツとフランスであり、２カ国で約４割を生産

する（図６）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2015 年のＥＵ域外輸出量は、同０.１％減の 72 万

トンとなった。主な輸出先は、輸出量の多い順に、米

国（14 万トン）、⽇本（６.９万トン）、スイス（５.５

万トン）となっている（図７）。ロシアの禁輸措置の影

響が最も大きかった品目ではあるが、ロシアに代わり

他の輸出先が増加した。 

 

 

 チーズの消費量は増加傾向にあり、2015 年は 952

万トンであった。１人当たりでは 18.７キログラム

であるが、加盟国間でかなりの差があり、フランス

（26.８キログラム）、ドイツ（24.６キログラム）など

が多い一方、スペイン（８.９キログラム）などは少な

い（表８）。 
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④ 生乳および牛乳乳製品の価格動向 

ア 生乳生産者価格  

 生乳生産者価格は、リーマンショックに端を発した

景気後退などを要因に、欧州酪農危機といわれた2009

年前後に大きく低迷した。その後、国際需要の回復な

どで上昇傾向にあったが、2015 年３月末のクオータ

制度廃止による生乳生産の増加に加え、ロシアの禁輸

や中国の需要の停滞などで市場の需給が緩和し、2015

年は前年比 17.８%安の 100 キログラム当たり 30.10

ユーロに下落した（表９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

イ 飲用乳小売価格 

 2015 年の飲用乳の小売価格は、前年を下回って推

移した。一例として、ドイツを見ると、全脂乳（乳脂

肪３.５％以上）の小売価格は、１リットル当たり１.05

ユーロ（前年比３.７％安）であった（表 10）。 

 

 

 

 

 

 

ウ バター卸売価格 

 2015 年のバター卸売価格（工場渡しまたは倉庫渡

し）は、生産量が消費増を上回り、需給は緩和状態に

あったことから、主要国で軒並み前年を下回った（表

11）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 脱脂粉乳卸売価格 

 2015 年の脱脂粉乳卸売価格（工場渡し）は、バタ

ー以上に主要国で軒並み前年を下回った（表 12）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ チーズ卸売価格 

 2015 年のチーズ卸売価格（工場渡し）も他の乳製

品同様に前年を下回った（表 13）。 
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（２）肉牛・牛肉産業 

 FAO によると、2015 年のＥＵ（加盟 28 カ国）の

牛肉生産量は、768 万トンと世界の生産量（6755 万

トン）の約１割を占めている。 

 ＥＵは気候・地理・歴史的条件に応じて、多種多様

な品種の牛（肉用種、乳用種、乳肉兼用種）が飼養さ

れており、牛肉の生産構造や牛肉に供する牛の種類（子

牛、経産牛、去勢牛、雄牛など）は、国によってかな

り異なっている。ＥＵの牛肉自給率は、2001 年には

103％であったが、同年のＢＳＥ問題の再燃などによ

り生産量が減少傾向となり、2003 年以降は牛肉の純

輸入地域となった。その後も 2013 年にアイルランド

で発覚した牛肉加工製品への馬肉混入事件の影響など

による消費者離れなどがあったが、ＢＳＥ管理の徹底

などにより輸出量を増加させるなどにより、2010 年

以降、自給率は 100％前後で横ばいで推移している。 

 ＥＵは、酪農が盛んな地域であり、全体のと畜頭数

のうち約３分の２が乳用種となっている。そのため、

酪農部門の拡大や縮小といった動向が牛肉生産量に大

きな影響を与える。2015 年３月末の生乳生産割当（ク

オータ）制度の廃止を見越して酪農部門の飼養頭数が

拡大したことから、2015 年の牛肉生産量は 2014 年

に続いて増加し、前年比１.４％増となった。 
 

① 主な政策 

ア 介入買い入れ 

 域内の牛肉価格が下落した場合、加盟国の介入機関

を通じて、一定基準を満たす牛肉を買い入れ、市場か

ら隔離することにより、価格支持を行っている。具体

的には、枝肉のＥＵ平均市場価格が２週間にわたって

１トン当たり 1560 ユーロの介入価格を下回る場合、

介入買い入れが行われる。 
 

イ ⺠間在庫補助 

 ＥＵ市場で、Ｒ３（形態および脂肪ともに中間に位置

する）に格付けされた雄牛について枝肉基本価格を100

キログラム当たり 222.４ユーロと定め、ＥＵ平均市場

価格が枝肉基本価格の 103％を下回り、それが継続す

る可能性がある場合、一定量を一定期間、在庫として保

管する業者に対し、保管経費の補助が行われる。 
 

ウ 直接支払い 

 2003 年のＣＡＰ改革により、生産にリンクした直

接支払いは、原則廃止されたが、加盟国レベルで、生

産維持を目的に生産とリンクした直接支払いを実施す

ることは可能となっている。 
 

エ 輸出補助金 

 ＥＵ産牛肉の国際競争力を維持し、輸出を促進する

ため、輸出補助金を交付できる仕組みがある。輸出補

助金の単価は、域内の市場価格と国際価格との差に基

づき、品目ごと、輸出先ごとに設定される。 
 

オ ＢＳＥ関連対策 

 動物性たんぱく質の飼料利用の全面禁止、食肉に供

される牛からの特定危険部位の除去などのＢＳＥ対策

などが実施されている。講じられる対策の有効性を検

証するため、72 カ月齢超の食用向けの健康な牛に対す

るＢＳＥモニタリング検査などが実施されている（ブ

ルガリアおよびルーマニアは 48 カ月齢超）。 

 

② 肉牛の生産動向 

ア 牛飼養経営体数 

 ＥＵの牛飼養経営体数は、大規模化などを背景とし

て小規模層を中心に減少傾向にあり、2013 年は 228

万⼾と、前回調査（2010 年）から 13%減少した（表

14）。 

 牛飼養経営体数は、2013 年のＥＵの全農業経営体

数（1084 万⼾）の約２割を占めていることから、農

業経営体の約５分の１は何らかの形で牛を飼養してい

ることになる。国別では、ルーマニア（64 万⼾）、

ポーランド（42 万⼾）、フランス（18 万⼾）、ドイ

ツ（13 万⼾）、アイルランド（11 万⼾）、イタリア（11

万⼾）が多い。 
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イ 飼養頭数 

 2015 年 12 月時点の牛飼養頭数（乳牛を含む）は、

前年比０.８％増の 8915 万頭であった（表 14）。飼養

頭数が多い国は、フランス 1941 万頭、ドイツ 1264

万頭、英国 982 万頭と続き、この上位３カ国でほぼ半

数を占める（図８）。 

 2013 年の１⼾当たり牛飼養頭数は 38.５頭で、

2010 年から 15％増加した。種類別の牛飼養割合など

は、加盟国間で違いがある（図９）。 
 

 

 

 

 

 

 

③ 牛肉の需給動向 

ア 牛肉生産量 

 2015 年の牛肉生産量は、クオータ制度廃止を契機

とした酪農部門の頭数拡大などの影響により、前年比

１.４％増の 768 万トン（枝肉換算）となった（表 15）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 輸入および輸出 

 基本的にＥＵの牛肉市場は需給均衡型であり、フラ

ンスやドイツなどの主要国で生産された牛肉が域内消

費に向けられ、余剰分を域外に輸出するという構造で

ある。 

 輸入では、ガット・ウルグアイラウンド合意に基づ

き、さまざまな関税割当や近隣国との特恵制度が設け

られている。2015 年のＥＵ域外からの輸入量は前年

比２.６％減の 30 万トン（枝肉換算）となった。主な

輸入先は、ブラジル、アルゼンチンなどである。 

 輸出は、2001 年のＢＳＥ問題の再燃や 2002 年２

月の口蹄疫（ＦＭＤ）の発生により、一時的にＥＵ産

牛肉の禁輸措置が講じられたことで⻑年にわたり減少

傾向で推移してきた。しかし、2014 年は、最大の輸

出先であったロシアによる禁輸措置が講じられたが、
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主要通貨に対してユーロ安で推移した為替相場や、経

済成⻑により需要の高まったアフリカやアジアなど向

けが増加し、また、米国市場への輸出再開や一部のＥ

Ｕ産の⽇本市場への輸出解禁などがあり、2015 年は

合計で 21 万トン（枝肉換算、同０.９％増）と前年を

上回った。 
 

ウ 消費 

 最近の消費量は、2008 年以降、域内生産量の減少

による価格の上昇などから、減少傾向で推移していた

が、2015 年は、前年比１.２％増の 778 万トンと前年

に続き増加した。１人当たり年間消費量も同様の傾向

となっており、2015 年は同０.９％増の 10.７キログ

ラムとなった。 
 

④ 肉牛・牛肉の価格動向 

 2015 年の牛枝肉卸売価格は、輸出需要などにより

需給状況が改善し、雄牛で前年比１.３％高、去勢牛で

同８.５％高となった（表 16）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）養豚・豚肉産業 

 2015 年のＥＵ（加盟 28 カ国）の豚肉生産量は、

2326 万トンと世界の生産量（１億 1722 万トン）の

約２割を占めている（ＦＡＯ）。 

 ＥＵの豚肉自給率は 110％前後で推移しており、純

輸出地域である。中でも、わが国の主要な豚肉輸入元

であるデンマークは、ＥＵ全体の輸出量の約２割を占

める。ＥＵでは、加盟国間で差があるものの、全体的

に見ると食肉消費量に占める豚肉の割合は最も大きい。 

 ＥＵの豚肉生産は、2007 年、2012 年の飼料価格

の高騰などの影響を受け、増産と減産を繰り返してい

る。2011 年および 2012 年は、2013 年のアニマル

ウェルフェアに関する規制の完全施行に対応するため、

一時的に生産は減少したが、2014 年以降は、生産構

造の変化により生産性向上が図られたことで、増加傾

向となっている。規制内容は、具体的には、妊娠豚の

ストール飼いの禁止であり、繁殖⺟豚の飼養面積の拡

張のために豚舎の増改築などの対応を必要とするもの

である。これにより、対応できない小規模農家は経営

中止したり、繁殖、肥育の分業化、統廃合などが行わ

れるなど、業界全体で生産構造の変化の動きが活発に

なった。 
 

① 主な政策 

ア ⺠間在庫補助 

 域内の豚肉価格が低迷した場合、一定量を一定期間、

在庫として保管する業者に対し、保管経費の補助が行

われる。2011 年は、１月にドイツで豚用飼料へのダ

イオキシン混入が発覚したことを受け、２月に約 20

⽇間、⺠間在庫補助が発動され、ドイツ、スペイン、

オランダなどを中心にＥＵ全体で14万トン強の在庫が

市場から隔離された。 

 また、2015 年３月には、前年２月のロシアの禁輸

措置に伴い需給が緩和したことから、３月に８週間に

わたって⺠間在庫補助が発動され、約６万トンの豚肉

が市場から隔離された。 
 

イ 輸出補助金 

 ＥＵ産豚肉および加工品の国際競争力を高め、輸出

を促進するため、輸出補助金を交付できる仕組みがあ

る。輸出補助金の単価は、域内の市場価格と国際価格

との差に基づき、品目ごと、輸出先ごとに設定される。

なお、2008 年８月以降の発動はない。 
 

② 肉豚の生産動向 

ア 養豚経営体数 

 ＥＵの養豚経営体数は、飼料価格の高騰、アニマル

ウェルフェアの規制強化などさまざまな要因を背景と

して小規模層を中心に減少し、大規模化や分業化が進

む傾向にあり、2013 年は、前回調査（2010 年）か

ら 24%減少し、219 万⼾となった（表 17）。 

 養豚経営体数は、2013 年のＥＵの全農業経営体数

（1084 万⼾）の約２割を占めていることから、全農
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業経営体の約５分の１は何らかの形で豚を飼養してい

ることになる。養豚経営体数は、ルーマニア（128 万

⼾）が圧倒的に多く、次いでポーランド（28 万⼾）、

ハンガリー（13 万⼾）、クロアチア（８万⼾）、リトア

ニア（６万⼾）、スペイン（５万⼾）となっている。小

規模農家が中心となっている国で養豚経営体数が多い。 

 

 

 

 

 

 

イ 飼養頭数 

 2015 年 12 月時点の豚飼養頭数は、１億 4872 万

頭（前年比０.３％増）となった（表 17）。 

 飼養頭数は、ＥＵ全土に分布しているものの加盟国

間で大きな差があり、スペイン、ドイツ、フランス、

デンマーク、オランダ、ポーランドの６カ国で全体の

約７割を占めている（図 10）。上位２カ国のスペイン

とドイツのみで約４割を占めるが、特に、近年はスペ

インの伸びが顕著であり、2015 年は同６.８％増とな

り、ドイツを抜いてＥＵ最大の豚飼養国となった。 
 

 

 

② 豚肉の需給動向 

ア 豚肉生産量 

 2015 年の豚肉生産量は、2014 年まで豚枝肉卸売

価格が高値で推移したことから生産が伸び、前年比３.

２％増の 2326 万トン（枝肉換算）となった（表 18）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 輸入および輸出 

2015 年のＥＵ域外からの輸入量（枝肉換算）は、

１万 1000 トン（前年比 19.６％減）となった。 

 同年のＥＵ域外への輸出量（同）は、豚枝肉卸売価

格の低迷と、主要通貨に対してユーロ安で推移した為

替相場などの後押しもあって、ＥＵ産豚肉に割安感が

生まれたことから、増産を進めるスペインなどを中心

に同 13.９％増の 222 万トンとなった。禁輸により失

われたロシア市場分を、人口増加や経済成⻑を続け、

需要の高まっている中国をはじめとするアジアやアフ

リカなどへの輸出増で補完し、禁輸以前の水準まで回

復した。なお、⽇本向けもスペインからの輸出が増加

傾向にある（図 11）。 

 

 

 

  



年報畜産 201 7 【海外：ＥＵ】 

12 

���� ��� ��� �����		 	
��� 
�� 	

�� ��� 	���
 	��	��	� 	���
 		�� 	���� 		�� 	
��� 	�����	� 	�
�
 ��
 	���� ��	 	

�
 	����	� 	
��� � 	��� 	
��� � ��� 	���� � �����	
 	�
�� � 	��
 	���� � 	��� 	���� � 	��
�� ������ ������ �!
"#$%&'()*+,-./0 �1%2�	��3456789: ;<=>?@ABCDEF GHI

ウ 消費 

 消費量は、近年横ばいで推移しており、2015 年は

前年比２.２％増の 2105 万トンとなった。 

 １人当たり消費量は、緩やかに減少傾向が続いてお

り、2015 年は同１.９％増の 32.２キログラムとなっ

た。 
 

③ 豚肉の価格動向 

 豚枝肉卸売価格は、加盟国の代表的な市場の加重平

均価格をベースとして算出される。 

 2015 年の枝肉卸売価格は、域内生産量が増加する

中、ロシアの禁輸措置の影響などを受け、前年に続い

て下落し、前年比 10.９％安となった（表 19）。主要

生産国であるドイツ、デンマークでもそれぞれ同

10.２％安、同 10.９％安と低迷した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


